








区西部などに広がって分布している。簡易宿所

は住居からの用途変更がしやすく、ゆえに中心

から離れた住宅の多い土地にも立地しやすいこ

とが考えられる。

3.3. ゲストハウス周辺空間の分析

　京都市に立地するゲストハウスについて、ゲ

ストハウスが発行するオリジナルマップの情報

を基にその周辺空間を分析した結果、各ゲスト

ハウスともオリジナルマップでは飲食店、コン

ビニエンスストアや土産物店等の小売、コイン

ランドリー、郵便局等の地域施設、そして銭湯

を紹介していることがわかった。またゲストハ

ウスの周辺空間は平均して 800m の距離以内で、

オリジナルマップの範囲の境界には大通り、鉄

道、観光名所、大規模施設が描かれているが、

一部のマップでは銭湯が境界に近い箇所に立地

していることが確認できた。これらの結果から、

銭湯がゲストハウスから見た際にランドマーク

的役割を持ち、オリジナルマップの範囲、すな

わちゲストハウス周辺空間を定義する上で一定

の影響を与えている可能性があることを指摘で

きる。

4. 京都市における銭湯及びその周辺空間の変遷

4.1. 都市における銭湯の役割

銭湯は、内部の人間にとってはコミュニティ

形成の場として機能し、外部の人間にとっては

地域の生活を体験でき場所になっている。また

近年は観光資源としての側面も持ち合わせてい

るが、単純な観光資源として消費されるべきで

はない点もある 10)。

4.2. 京都市における銭湯立地の変遷

　銭湯の配置基準は公衆浴場法 ( 昭和 23 年法律

第 139 号 ) 第 2 条第 3 項によって都道府県 ( 保
健所を設置する市では市 ) が条例で定めること

となっており、京都市では京都市公衆浴場法に

基づく衛生上必要な措置の基準等に関する条例

第 3 条によって「一般公衆浴場相互間の最短距

離が 250 メートル以上であること」と規定され

ている。図 5 が示すように、1951 年時点では銭

湯同士の距離は条例で定められた 250m よりも

近いことが多く、また銭湯の圏域は京都市中心

部全体と大きく覆っており、京都市民にとって

身近な存在であったことが伺える。一方で 2020
年には特に中京区・下京区東部の商業地域で銭

湯がカバーする範囲がほとんどなくなっている

ことがわかる。

4.3. 銭湯周辺空間の変遷

　京都市左京区の銭湯を対象に半径 250m 以

内に立地する施設の変遷を調査した。銭湯から

100m以外とそれ以外の部分では飲食、小売、サー

ビスの商業用途の減少率が異なることがわかる。

これには用途地域の影響もあるだろうが、銭湯

の地域における中心性を示しているとも言える。

　また 2015 年以降銭湯周辺には宿泊施設の立地

が見られるようになった。住環境の更新が進み

銭湯の利用者が減ることが予想される中で、宿

泊施設からの銭湯利用を考える必要がある状態

になってきていることが伺える。

5. 京都市における「銭湯志向型ゲストハウス」

の特徴

5.1. 京都市における「銭湯志向型ゲストハウス」

の分布

　京都市では「銭湯志向型ゲストハウス」が集

積しているような場所は特段見られるわけでは

図 5 京都市中心部の銭湯分布
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図 6 銭湯周辺施設 ( 左 :1966 年 右 :2020 年 )



ない。また 1 つのゲストハウスが案内する銭湯

は多くても 3 つであり、銭湯の数が多い京都市

においても徒歩圏の銭湯がどの場所でも充実し

ているわけではないことが伺える。

5.2. 京都市における「銭湯志向型ゲストハウス」

の取り組みと課題

　「銭湯志向型ゲストハウス」と銭湯の関わり方

ごとに現状と課題を明らかにすることを目的と

し、図 5-2 で示したようなそれぞれのケースを

対象にヒアリング調査を行なった。

　ゲストハウス側からの協業の取り組みは、行

政の補助金の有無によって大きく影響を受ける。

特に複数のゲストハウスと銭湯との間で行なわ

れる取り組みについては、現状それを支える補

助金制度は設けられていない。またゲストハウ

スで近隣の銭湯を紹介するといった金銭的な動

きのない取り組みは行なわれているが、銭湯側

から入浴料の値下げなど行なうことは難しいこ

とが明らかになった。一方で銭湯は京都の生活

の一部で京都らしさを持つものであり、観光資

源となりうることもわかった。

6. 結論

　「銭湯志向型ゲストハウス」は全国的に確認で

き、特に京都市で多いことがわかった。京都市

では、減少傾向にあるものの依然として銭湯は

中心部の多くの地域をカバーしており、そうし

た銭湯の徒歩圏域に開業したゲストハウスが、

施設の入浴機能を補うのみならず、生活文化体

験のための地域・観光資源として銭湯を捉えて

いることがわかった。京都市では銭湯周辺での

ゲストハウスの立地が増えており、またゲスト

ハウスにとって銭湯はランドマーク的存在でも

ある。そうした両者の背景から「銭湯志向型ゲ

ストハウス」が登場した可能性がある。銭湯側

からゲストハウス側への意識はまだ積極的なも

のではないものの、一部の銭湯では周辺ゲスト

ハウスとの協業関係を模索する動きも出ている。

　今後「銭湯志向型ゲストハウス」が展開して

いくためには、銭湯側の理解と積極的な取り組

みが必要であり、そのためにはゲストハウスが

銭湯にとって重要な存在であることを示してい

く必要がある。

　銭湯志向型ゲストハウスは基本的に銭湯がゲ

ストハウスの近くに立地していないと成り立た

ない。特に冬などは湯冷めなどの銭湯特有の問

題もあり、あまり距離が空きすぎてしまうと銭

湯に行くことが難しくなってしまう。京都市の

「銭湯志向型ゲストハウス」と銭湯の距離は徒歩

換算でおおむね 10 分以内であり、ゲストハウス

と銭湯の距離として一つの指標となる。

　ゲストハウスと銭湯の協業においては、入浴

料の値下げが難しい点からうまく協業が行なえ

ないという課題がある。そうした協業の金銭的

な支援が求められている一方で、宿泊施設と地

域の連関に関する補助金はその活用のハードル

が高く、また柔軟性がないため、目的の達成に

寄与できていない事例がみられる。既に地域と

連関し、地域資源をうまく活用している「機能

分散型宿泊施設」を支援することで、銭湯のよ

うな地域施設を維持し、宿泊客にもより日常的

な体験をもたらすことができるだろう。

表 3 京都市「銭湯志向型ゲストハウス」の一覧

ゲストハウス 銭湯

対等な関係 より一方的な関係 同じ経営者

図 7 ゲストハウスと銭湯の関係
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